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令和1年11月13日(水)　　　　　　　　　司会：鳥谷部　久美子　記録：石田　美夏
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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞

特記事項なし。
＜研修案内＞

【看護グループ内研修】
・日時：11月29日（金）16：30～17：30

場所：2階　会議室

テーマ：リスクマネジメント

講師：松村SGM
＜昇格試験案内＞
１．試験日程：１１月１８日(月)・１９日(火)・２０日(水)　３日間

 ２．場　　所：メンタル３階会議室　　　　　 　 【八戸会場】

 　　　　　　　ＬＣＰみさわミーティングルーム　【三沢会場】

 ３．試験時間：１７：３０～１８：３０

 ４．申込期限：１１月４日（月）～１１月８日（金）１７：００

 ５．対象職員：中級受験資格者

 ６．申込方法：みんなの共有⇒総務室⇒昇格試験申込

※受験申し込みをしたら必ず各管理者へ報告をお願致します。

＜連絡事項＞

ＤＣ利用者様の利用日情報の更新をお願いします。
フォルダ内の『通所リハ』→『プログラムテキスト』→『★DCメンバー表ここに入れてください★』
にデータがあります。各担当利用者様の利用曜日に誤りが無いかご確認よろしくお願いします。誤りがあれば、訂正して頂ければと思います。
11月末までに訂正をお願いします。
＜利用者様情報＞

デイケア

・山本　真智子様～スタッフへ相談があると話し掛けあり。相談内容として、現在就労を目指しており、就労継続支援A型事業所を探していること、希望の業務内容として、パソコン業務を考えていることを話している。明日、A型事業所に見学に行くと話しているが、事業所名や業務内容は覚えていないとのことで、母様と一緒に事業所を探している様子。プログラムでパソコン練習を行うことを提案すると「やってみます」と話し、その後はスタッフに質問をしながら取り組んでいる。
・寺沢　彩様　　～来所し、すぐに電気も付けずにロッカー室で過ごしている。担当スタッフに話したいとの事で対応するが、目つきの鋭さがあり返答も素っ気なさがある。話を聞いても耳に入らない、気分の落ち込みが強い為主治医面談で相談し、頓服薬の処方を勧められたが八戸市立市民病院での処方薬もある為断ったとの事。ここ数ヶ月間、自身の事、子供の事で頑張り過ぎているのではないか伝えるが、強く否定する。食事は今朝から何も摂らず、昼食も摂らないと言う為水分だけでも摂るように助言するが、応じない。午後より、調子が悪くなったきっかけについて、以前の担当者の異動が大きいと話している。また、被害的な感情が続いており、スタッフが一歩外に出ると障害者の事を馬鹿にしているのではないかという思いがあるとの事。思いを傾聴すると少し気持ちが軽くなったと話している。
・小田　タネ様　～穏やかな表情で他利用者様と交流を図っている。SSTと社会資源のプログラムに参加し、疑問や意見があると自ら積極的な発言が聞かれている。体験利用を終えて帰院する際には「また、来たい」と聞かれている。
デイナイトケア
・津嶋　イチ子様～青風荘より情報提供あり。昨日帰荘後、他利用者様と雑談をしていたが、突然「もういいよ」と声高に怒り出すことがあり、だが、その後は気分高揚さが見られ、気分変動があった様子。今朝は、目立った行動は無く普段同様に過ごしていたとのこと。来所後は、看護学生と表情穏やかに会話をしている様子はあるがトラブルはない。
・板橋　利美様　～青風荘より情報提供あり。数日前より、体重を考慮して自身の考えのみで食事量の調整を行っているとのこと。兄様より主食量を150gとすると検討していたが、本人は「100gでも良いよ」と発言しており、残食していることが増えている様子。昨日夕食も、主食を数口分残食したとのこと。本日の昼食も主食を数口分残しており、スタッフが摂取を促すが頑なに拒否している。
・小野寺　ノリ様～数日前より跛行が見られていたため、本人様の杖を準備している。だが、スタッフが杖歩行を提案するも「年寄りみたいで使えない」と拒否する様子が見られ、スタッフへ返却をしたり、ロッカーへ杖を置く等の行動が見られている。また、席を立つ際には、杖に気付かず使用を忘れることがあるため、都度促していく。
ショートケア
・川村　拓郎様　～本日よりショートケア利用開始となる。表情は緊張している様子だが、気分障害の疾病教室に参加し、静かに説明を聞いており、自身の症状に当てはまる内容があると話している。利用目的について、これまで就労等長続きしなかった為、まずはショートケアを継続利用したいとの事。
＜事例検討＞


カンファレンスシート（　山田　隆雄　様）

実施日：R1年11月13日（水）13：30～14：00

担当：蕨野

検討内容　目標計画の見直し

	氏名
	山田　隆雄
	性別
	男
	年齢
	70
	生年月日
	昭和24年4月6日

	主病名
	統合失調症
	合併症
	なし

	治療方針（医師の指示）
	1.基本的生活習慣の習得

2.身体機能の維持・向上

3.対人関係の改善

4.作業能力・持続性の向上

5.病識を身に付ける

6.社会資源の利用

	本人希望
	青風荘の生活を継続していきたい。

	家族希望
	現在の生活を続けて欲しい

	入院歴
	計　5回（最終入院　平成17年11月15日～平成25年4月30日　　青南病院）

	通所歴
	　1回目

· 今回：平成25年5月1日～現在　　（週5回）

	その他サービス利用
	青風荘入所中

	住居：青風荘
	家族構成
　　　　　　　　　　　　　　　甥(保護者)


　　　　　　　　　　青南病院に入院歴あり
      　　　　　　　湊病院に入院歴あり           
成年後見人　甥様⇒身上看護、財産管理
他（自立支援サービス、生活保護受給）

	利用制度
	障害者手帳1級

害基礎年金1級
	


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状を安定させ現在維持


	スタッフから質問された際には、自分の状態を伝えられるようになる。
	スタッフから質問されたら自分で行動の理由を伝えられるようになる。
	不調があっても自ら話す事がないため、スタッフから質問された際には、答えられることは答える。スタッフは、ストレスの有無、周囲の状況、体調不良の有無など本人が返答しやすいように状況を確認していき、奇異な行動が見られたり、本人から何か訴えがあった際には振り返りを行っていく。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	スタッフから質問されたら自分で行動の理由を伝えられるようになる。
	・奇異な行動があった際に、幻視、幻聴、妄想等の有無を確認するが、「ない」と答える。
・耳を塞ぐ行為は時折見られる為、幻聴があるのか周囲の音を気にしてなのかは尋ねても、「大丈夫」と返答し、理由を詳しく話すことはない。
・行動面では、上半身を小刻みに揺らし両手を擦り合わせたり、両手の甲の臭いを嗅ぐ行動を頻回に行っている。

・偏食が見られ、食事は残食が多い。そのため、摂取量が極端に少ないこともある。献立表や盛り付け時に、顔を近づけてチェックしており、拘りのある様子が窺える。
	自ら体調不良を訴えることがないため、些細な変化に注意していかなければならない。精神症状として、言語的な表現が出来ないと思われ、耳を塞ぐ行為等、小さな変化にスタッフが気付き、本人の環境を整えていき、病状の安定につなげていく。

病状を本人が自覚できるように、スタッフは本人が返答しやすいようなアプローチを行い、行動の原因や問題点を把握する事で、悪化時の対処法を一緒に考えていく。現状維持で、目標継続する。


	
	・主食のみ全量摂取し、副食は残食となることがある。おかずを見ては、全く食べないこともあり、食事の促しを要することがある。時々、食べるか迷っていることがあり、箸を置いたり持ったりしている。

・以前見られた廊下を叫んで歩く等の言動はないが、廊下を歩いている他メンバーをあから様に避けて歩行している時がある。
・周囲との交流は少ないが、日課やプログラムは周囲の様子を見て、一緒に行動ができている。プログラムは、ノートにメモし、真剣な様子見られている。質問に対しても答えることできている。
・話し掛けに、笑って見せる場面がある。
	

	青風荘からの情報
・甥は月１回入所料金の支払いに来ている。その際の面会は殆どない。
・小遣い帳の管理をしっかりしており金銭管理が出来ている。
・以前より偏食傾向が強くなってきている。
・精神症状に大きな変化はないが、自室のカレンダー裏に殴り書きで拘りを書いている。幻聴によりこだわりがある可能性がある。
・眼鏡の視力が合っていない可能性があり。


生活歴
・　昭和46年3月上旬から被害関係妄想や幻聴、自己臭妄想などが出現し、上記を発症し八戸赤十字病院の精神科を受診。同年3月29日同院へ入院となった。同年9月30日に退院後も服薬アドヒアランスは不良で精神症状の再燃により同院へ2回の入院歴があった。平成16年9月24日に退院後は通院及び訪問看護の利用を開始していたが、徐々に通院も不規則となっていた。その後浪費や奇異な行動などの精神症状が悪化し、平成17年7月4日に同院4回目の入院。その後退院後の生活環境や治療環境の調整目的にて同年11月15日に当院を紹介され、同日当院へ入院（転院）となった。長期の入院加療後の平成25年4月30日に当院を退院後はグループホーム（旧ケアホーム）青風荘へ入居し、以後現在に至るまで当院への定期的な通院及び精神科デイナイトケアの利用を継続している。

